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綾野孝則

今後もこれまでの研究に引き続き、具体的で使いやすいアーベル関数の理論を整備す
ることを目標として、研究を進めます。具体的には、以下の課題に取り組みます。

1. 種数 2の超楕円積分の逆関数とその退化に関する理論を整備する。
α1, . . . , α5を相異なる複素数、V を y2 = (x − α1) · · · (x − α5)で定義される種数 2の
超楕円曲線、αを α1, α2, α3と異なる複素数とします。
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とします。x, yは uの関数と見なせます。y(u)は x(u)と x′(u)を用いて表示できるので、
この関係式を V の定義方程式に代入すると、x(u)の満たす常微分方程式が得られます。
本研究では、この常微分方程式を用いて、x(u)の u = 0の周りでの級数展開の係数 (一
般化Bernoulli-Hurwitz数)に関する漸化式を導出します。また、α4, α5 → αとして得ら
れる特異曲線は、y2 = (x− α1)(x− α2)(x− α3)で定義される楕円曲線Eと双有理同値
になります。本研究では、α4, α5 → αにおける x(u)の極限と、楕円曲線Eに付随する
Weierstrassの ℘関数との関係を明らかにします。また、α4, α5 → αにおける x(u)の収
束が一様収束になるかどうか調べます。

2. C2上の有理型関数が正則関数と有理型関数の積に分解される非自明な例を与える。
f(x)を xの 5次の多項式、V を y2 = f(x)で定義される種数 2の超楕円曲線、σ(u) =

σ(u1, u3)を V に付随するシグマ関数とします。σは C2上の正則関数です。σ1, σ3をそ
れぞれ σの u1, u3に関する偏導関数とします。℘i,j(u)を− log σ(u)を uiと ujで偏微分
して得られるアーベル関数とします。W = {u ∈ C2 | σ(u) = 0}とします。アーベル・
ヤコビ写像を通して、アーベル関数 g(u) = ℘1,1(2u)/2と h(u) = −σ3(u)/σ1(u)は V 上
の有理関数 xと同一視できます。このことから、gと hはW 上で一致します。よって、
C2上で g − h = σkを満たす有理型関数 kが存在します。本研究では、kを σとその偏
微分を用いて具体的に表示します。

3. 種数 2のアーベル関数と楕円関数との関係を明らかにする。
f(x)を重根を持たない 3次多項式で f(0) ̸= 0を満たすもの、V を y2 = f(x2)で定義さ
れる種数 2の超楕円曲線、E1を y2 = f(x)で定義される楕円曲線、E2を y2 = x3f(1/x)

で定義される楕円曲線、Jac(V ), Jac(E1), Jac(E2)を、それぞれ V,E1, E2のヤコビ多様
体とします。射 φ1 : V → E1, φ2 : V → E2が具体的に構成できます。この射から、正
則写像

ψ1 : Jac(V ) → Jac(E1), ψ2 : Jac(V ) → Jac(E2)

が誘導されます。本研究では、ψkがどのような写像であるかを具体的に記述します。Ek

に付随するWeierstrassの ℘関数を ψkで引き戻すことで、V に付随するアーベル関数
fkが得られます。本研究では、fkを V の基本的なアーベル関数℘i,j(Weierstrassの℘関
数の一般化)を用いて具体的に記述します。これにより、Weierstrassの ℘関数と種数 2

のアーベル関数 ℘i,jとの明示的な関係が明らかになります。また、℘が満たす加法公式
を ψkで引き戻すことで、アーベル関数 fkが満たす加法公式を導出します。


